
■社会をつくる起業■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 271号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：LOCAL REPUBLIC AWARDについて  

 

「LOCAL REPUBLIC AWARD」は、住民の生活と経済が融合した地域コミュニティの構築を応援するべく、建

築家の山本理顕(やまもと りけん)氏らの働きかけにより 2018年に創設されました。 

詳しくは、こちらをご参照ください。https://localrepublic.jp/ 

このイベントを主催しているのは、山本理顕氏が主宰する「地域社会圏研究所」という一般社団法人なのですが、

この度ひょんなご縁から、この法人の事務局長を仰せつかることになり、7/1から着任しました。 

「地域社会圏」という言葉には、地域が政治や行政の区画でなく、生活や経済などあらゆる意味で「自立の単位」

であるべきだという思いが込められていて、それを「LOCAL REPUBLIC（地域共和国）」と名付けたこのアワ

ードには、僕も深く共感しています。 

そこで今日は、そのご報告を兼ねて、このイベントについてご紹介します。 

 

例年 4月から応募の受付を開始し、8月には審査結果が発表されたに、今年は新型コロナウィルスの影響で開催

自体の見通しが立ちませんでしたが、緊急事態宣言の解除を受けて先月から実行委員会を再開し、ようやく今年

度の開催を決意したところです。 

なので、詳細のご案内はまた後日に致しますが、「コロナとの共生」という視点も、まさにこのアワードが取り扱

うべき大切なテーマだと考えています。 

 

また、このアワードで大切にしたいことは「建築のカッコよさ」です。 

建築に携わる人たちの、内輪受けや自己満足でなく、社会から必要とされる「建築」とは何か、そしてその「カ

ッコよさ」とは何かを考えるため、現に実現しつつある事例の中から具体的に探し出して評価したいと願ってい

ます。 

ですから、「建築」という言葉の既成概念にとらわれず、単なる建物でなく小さな国を作るイメージで、他薦でも



結構ですから事例の情報を教えてください。 

 

僕は裏方の事務局長なので、アワードの審査や選考に関わりませんが、事例探しや応募の促進に取り組みたいと

思います。 

今日のご報告は以上です。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：社会をつくる地域起業  

 

ビジネスとは営利や非営利を問わず、また組織形態を問わず、その事業目的を実現するための活動の総体をいう。 

したがって、ビジネスの主体者としては株式会社などのような営利企業だけでなく、NPO などの非営利活動法

人や住民サービス提供などを行う行政組織等を含み、個人または法人組織などの事業体がそれぞれの事業目的実

現のために人・物・金・情報などの諸資源を活用して行う活動全体を意味する。 

僕は、このWikiによる「ビジネス」という言葉の説明が大好きだ。 

営利・非営利だけでなく行政も含むことで公私の隔たりを超え、個人または法人組織などが行う活動の「全体」

という最後の部分にシビレル思いだ。 

「起業」とは、このビジネスを生み出すチャレンジのことであり、ぼくは「起業」を応援する活動家だ。 

・・・と、いきなり鼻息の荒い書き出しから始まる今日の話を、是非聞いて欲しい。 

・ 

活動の「全体」であるビジネスは、公私・官民の「すべて」を指すのであれば、ビジネスを生み出す起業もまた

「すべて」に挑むチャレンジだろうか。 

僕にはそう思えない。 

僕等がチャレンジできるのは、あくまで私的なビジネス＝会社であって、社会を担う行政を僕らが生み出せると

は思えない。 

つまり、「官民双方」のビジネスに携わることはできるが、自分で生み出すことができるのは「民の部分だけ」に

思える。 

社会の課題に取り組むビジネスを「ソーシャルビジネス」と呼んで、行政が解決できない社会課題に民間ビジネ

スが挑むというが、そもそも社会の当事者は市民＝民なのだから、そんなことは当然だという意見もある。 

だとしたら、官とはいったい何なのか。 

この疑問は、今回のコロナ感染対策で一気に爆発した。 

新型コロナウィルスの感染拡大から、地域社会を守らなければならないことに異議を唱える人はほとんどいない。

だが、そのためにどうすべきなのか、突然行政の動向に注目が集まった。 

行政に不満を唱えたり、救いを求める人たちだけでなく、多くの人々が自分の取るべき行動について、行政の指

示を待っている。 

・ 

だが、考えて見れば、たとえ小さな店舗でも、コロナに対してどのように対応するかは行政と同じ社会的な判断

だ。 

つまり、お店は商売を行う会社であると同時に、世界の一部分を担う地域でもある。 

それなのに官と民は、全体（公）と個人（私）にすり替えられ、、全体のために個人が逆らえない社会になってい

る。 



だが、世界には誰かが統治する全体など無く、たくさんの部分=地域があるだけだ。 

世界は誰のものでもない広い海であり、そこに浮かぶ陸や船で僕たちは生きている。 

財政破たんした日本政府と、統廃合を続ける地方自治体は、沈みゆく船のようなもの。 

すでに大きくなり過ぎたこの船では、大勢の国民の合意を作れず、自由参加の多数決というでたらめな民主主義

で、だれも責任を取らずにすべてが決まっていく。 

この船を信じ救うため頑張る人たちに、僕は同情のエールを送りはするが、手伝おうとは思わない。 

むしろ沈没に備え、たとえ小さくてもたくさんの新たな船を作ることが僕の仕事だ。 

新しい船とは、豪華な船を目指すのでなく沈まないことを目指したい。 

 

・ 

そもそも「官・民の区別」が生まれたのは明治維新の時で、それ以前の日本に「官・民の区別」は存在しなかっ

た。 

幕藩体制において、徳川幕府は約 400万石の直轄領からの年貢が経営の基盤で、その他の藩もすべて領内の年貢

収入で自活していた。 

ある説によれば、この体制は社団国家と呼ばれ、各藩は統治の単位であると同時に経済の単位でもあった。 

それが明治維新以降は、全国を統治する明治政府のもとで税収が政策的に地方に配分され、経済活動も広域化と

画一化が進行した。 

その結果、世界の人や物は活発に移動するようになって活気づき、確かに世界経済の平均値は上昇した。 

だが、平均層つまり中流層が増えたのでなく、富裕層と貧困層に分化が進み、富裕層への富の集中が平均値を引

き上げているに過ぎない。 

今後、AI などの技術革新は労働力の更なる削減を招き、グローバル化した一部の成功者にますます富が集中す

る。 

そして、大部分の人がその富に依存してぶら下がって生きていくようになるだろう。 

僕が立ち向かいたいのは、この問題だ。 

僕のチャレンジは、グローバル化に対抗するローカル化、つまり自立する地域社会の創出だ。 

・ 

人が集まる社会は、複数の人たちの依存関係で構成されており、完全に自立して誰にも依存しない人は、存在し

ていないに等しい。 

貨幣経済は確かに個人主義の実現を促進したが、それは依存の相手が他人からお金に替わっただけのこと。 

結局、巨大なグローバル経済に依存する孤立した人たちを生み出して、地域社会は彼らの一時的仮住まいになり

つつある。 

地域で生きるとは、気の合う仲間とともに「小さな世界＝地域」を担い、世界中の「地域」の担い手たちと交流

すること。 

ここで言う「地域」とは、夢を共有する人たちが、その夢を叶える環境や空間の維持に取り組むコミュニティの

縄張り＝領地のこと。 

大きな社会の課題に抗うのでなく、もっと小さなエリアでの循環や継続を実現し、自分たちが求める地域を作り

出したいと思う。 

かつての王侯貴族や大名たちが、権力や暴力で奪い合っていた戦争の世界を、僕ら市民が地域独自の夢と工夫で

多様な個性を競い合う平和な世界に変えていきたい。 

ビルゲイツやザッカーバーグでなく、織田信長や豊臣秀吉を参考にしながら、地域社会を作り出す「地域起業」

に取り組みたい。 

 



 

http://nanoni.co.jp/20200705/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）07/06 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（火）07/07 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（水）07/08 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

（木）07/09 ■◎作業日 13-19時（自宅） 

14-16時 △喜多見 PJT会議（笑恵館） 

16-17時 ■★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

17-19時 ■★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）07/10 ■◎作業日 10-21時（自宅） 

 19-21時 ■カプラー起業交流会（三茶） 

（土）07/11 ■〇作業日 09-17時（笑恵館） 

 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

（日）07/12 ■◎休業日 17-21時（自宅） 

 

■その後の予定 

07/13 14-16時 △Tさん面談（笑恵館） 

07/16 10-20時 ■★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

07/18 10-12時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

07/25 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

07/26 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ７月例会（飯能） 

07/31 19-21時 ▲LRA2020実行委員会（横浜） 

08/01 10-17時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

08/13 16-17時 ■★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

08/13 17-19時 ■★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

08/14 19-21時 ■カプラー起業交流会（三茶） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 



http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


